
皆既月食、天王星食とは…どう見える?映像と解説 

2022年 11月 8日に 442年ぶり天体ショー 
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【映像】皆既月食+天王星食（2022年 11月 8日） 

国立天文台出典 月が地球の影にすっぽりと入る皆既月食が 11月 8日の夕方から夜にかけて起き、天候が良ければ日本

各地で観測できそうだ。国立天文台によると、今回は月食中に天王星が月に隠れる「天王星食」も起こり、小笠原諸島を除く

各地で同時に見られる。皆既月食中に惑星食が起きるのは極めて珍しく、1580年 7月以来約 442年ぶりの天体ショーとな

る。部分食、皆既食、天王星食がいつからいつまで観測できるのか。国立天文台の情報を基にまとめた。 

皆既月食はいつからいつまで 

 皆既月食では、太陽から届くわずかな光に照らされ、月が赤黒くなる。午後6時9分から月の一部が欠けて見える「部分食」

が始まり、皆既月食は同 7時 16分から 8時 42分まで 86分間続く。その後、月は少しずつ姿を現し、同 9時 49分に部分

食が終わる。 



そもそも月食とは 

 国立天文台によると、地球にも太陽の光による影があり、太陽とは反対の方向に伸びている。この地球の影の中を月が通

過することによって、月が暗くなったり、欠けたように見えたりする現象が「月食」。月食は、太陽、地球、月が一直線に並ぶ

とき、満月の頃だけに起こる。ただ星空の中での太陽の通り道（黄道）に対して月の通り道（白道）が傾いているため、ふだ

んの満月は、地球の影の北側や南側にそれたところを通る。そのため、満月のたびに月食が起こるわけではないという。 

天王星食はいつからいつまで 

 天王星は明るさが 6等で、空が十分に暗い条件でやっと見えるかどうか。月が明るいと双眼鏡や望遠鏡を使っても観測は

難しいが、今回は皆既食が起こることによって月が暗くなるので比較的観測しやすいという。 

 天王星食は、東京周辺より西側では皆既食中に、東側では皆既食後の部分食中に起こる。月の後ろに入り込む「潜入」が

始まるのは、那覇で午後 8時 13分、東京で同 40分、札幌で同 49分。再び出現するのは、それぞれ午後 8時 54分、同 9

時 22分、同 47分となっている。 

⇒おうし座北流星群の流れ星ピーク、11月の何日？火球観測のチャンスも 

天王星食どう見える？ 

 天王星食は、惑星の手前を月が通過し見かけ上、惑星が月に隠されてしまう現象「惑星食」の一つ。国立天文台によると

月食の最中に、小笠原諸島を除く日本のほとんどの場所で月が天王星を隠す「天王星食」が起こる。天王星は約 6等級で、

薄い青色に見える。非常に条件の良い空でも肉眼で見える限界の明るさのため、双眼鏡や望遠鏡などを使って探した方が

いい。普段の満月のすぐ近くであれば、月の明るさで見えないが、多くの地域では天王星の潜入時に月が皆既食中で暗い

ため、見つけやすい可能性がある。 


